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研究成果の概要（和文）：本研究では、2005年に実施されたアメリカウエスト航空とUSエアの合併と2008年に実施され
たデルタ航空とノースウエスト航空の合併に焦点を当て、合併が合併企業およびそのライバル企業の運賃設定行動に与
える影響について分析を行った。
分析の結果、USエアは合併後に運賃を上げる可能性があること、合併が合併企業およびライバル企業に与える影響は、
路線の構造や低費用航空会社（LCC）との競合の有無により異なること、合併した企業の組み合わせにより異なる可能
性があることを示した。また、LCCのネットワーク規模により、合併がLCCの運賃設定行動に及ぼす影響が異なる可能性
を示した。

研究成果の概要（英文）：This research empirically studies the change of pricing behaviors of merging 
airlines, rival full service carriers (FSCs) and rival low cost carriers (LCCs) after the merger. We 
analyzed two mergers: US Airways and America West Airlines (2005) and Delta Airlines and Northwest 
Airlines (2008).
Empirical analyses indicate that US Airways tended to increase airfares in many routes after the merger, 
that the impact of merger on pricing behaviors of merging airlines and rivals(FSCs and LCCs) may depend 
on a market environment, i.e whether there are LCCs in routes, characteristics of merging airlines. Also 
the impact of merger on pricing behaviors of LCCs may change depanding up the network size of LCCs.

研究分野： 経営戦略
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１．研究開始当初の背景 
 

2000 年代に入り、米国航空産業では合併
が相次いでいる。具体的には、2005 年の US
エアとアメリカウエスト航空、2008 年のデ
ルタ航空とノースウエスト航空、2011 年のサ
ウスウエスト航空とエアトラン、2013 年の
アメリカン航空と US エアの合併である。 
これら以前にも米国航空産業では、多くの合
併が行われ、その多くについて研究されてき
た。しかしながら、1980 年代の合併を対象
とした研究が多く、近年の合併については研
究を行ったものはほとんどなかった。近年の
合併は従来の合併と異なり、低費用航空会社
（以下、LCC）が関係するようになってきて
いる。また、合併の効果について、合併前後
数年の分析はされていたものの、長期間にわ
たる分析は行われていなかった。そして、近
年大きく成長を遂げている LCC を考慮した
研究はほとんど行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、近年、米国において実施

された合併が合併企業およびライバル企業
に対して及ぼす影響について分析をするこ
とである。分析の中では、特に次の点を重視
ている。第一に、合併の影響について長期的
な分析を行う点である。これは、以前の研究
では短期的な分析を行ったものがほとんど
であったためである。第二に、LCC について
考慮した点である。先行研究では主に合併企
業の市場支配力に分析の焦点を置いており、
ライバル企業の運賃設定行動の変化につい
て考察するものは少なかった。また、LCC の
運賃設定行動の変化に焦点を当てた研究は
これまでになかった。第三に合併企業の組み
合わせによる効果の違いに関する分析を実
施することである。近年の合併は特に LCC
の特徴に近い経営を実施していたアメリカ
ウエスト航空や、LCC であったサウスウエス
ト航空が LCC であるエアトランを買収する
など、従来合併を行ってきた企業とは異なる
特性を持った企業の合併が相次いでいる。こ
うした合併は従来の合併と異なる効果を有
する可能性がある。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は次の手順により実施された。第一
に先行研究の整理である。前述したように合
併に関する先行研究は多く実施されている。
近年の合併についての研究も徐々になされ
ており、これらの成果を導入する必要が考え
られる。 
 次に先行研究を踏まえたうえで、2003 年か
ら 2010 年の米国航空産業のパネルデータを
用いて、疑似供給関数と需要関数の同時推定
を行った。推定の中で、疑似供給関数に、合
併が運賃設定行動に及ぼす効果を分析する

ダミー変数を導入することによって、合併の
効果を分析した。分析対象となった合併はア
メリカウエスト航空・US エアの合併とデル
タ航空・ノースウエスト航空の合併である。 
 
４．研究成果 
 
アメリカウエスト航空と US エアの合併に

関しては、論文①、②により分析されている。 
①では、路線構造別に合併の効果について

分析を行った結果を示す。分析対象となった
路線は、合併 2 社が合併時に競合していた路
線、合併後に運航企業がアメリカウエスト航
空から US エアに変化した路線、US エアの
みが運航していた路線である。そして、これ
らの路線を LCC の有無により分けている。
①による成果は以下の通りである。 
（1）合併 2 社が同時に運航している路線に
おいて、FSC のみ運行する路線では US エア
が合併合意の翌年 2006 年に非競争的な運賃
設定を行ったことを示した。この非競争的な
運賃設定は 2006 年以降も継続しているため、
市場支配力強化による運賃引き上げを行っ
たと考えられる。ライバル FSC の運賃設定
行動については、合併企業の運賃の上昇に対
し、シェア獲得のためにライバル企業が競争
的な運賃設定を維持している可能性を示唆
した。一方で LCC の運航している路線にお
いて、合併の前後において US エアの運賃設
定行動は変化していなかった。これは LCC
の存在が合併企業の運賃引き上げを抑えた
ためと考えられる。ライバル FSC の運賃設
定行動については、変化はなく、ライバル
FSC が LCC により運賃設定行動を制限され
ている可能性を示した。ライバル LCC の運
賃設定行動については、LCC が過度に競争的
な運賃設定を行っていないこと、運賃設定行
動が合併に影響されていないことを示唆し
た。 
（2）合併によりアメリカウエスト航空から
US エアに運航企業が変化した路線について、
FSC のみの路線では、合併企業の運賃設定行
動の変化は確認されなかった。 LCC 運航路
線では、US エアについて大きな変化は見ら
れなかったものの、ライバル FSC について
は一旦共謀的行動にでた後に再び競争的運
賃設定行動をした可能性が指摘された。ライ
バル LCC の運賃設定行動については、2005
年から 2006 年にかけ上昇させ、それ以後も
その水準を維持している傾向があった。また
LCC が運賃を上昇させ、それに対しライバル
FSC が柔軟に行動を変化させた可能性も示
唆された。 
（3）US エアが一貫して運航している路線に
ついて、LCC の運航していない路線において
USエアとライバルFSCの運賃設定行動には
変化は見られなかった。一方で LCC 運航路
線において、US エアは 2005 年から 2006 年
にかけ運賃の引き上げを実施、ライバル FSC
は 2005 年に運賃を上昇、2008 年に運賃を引



き下げる傾向がみられるものの、2009 年以
降は再び上昇させていた。ライバルLCCは、
2008 年に運賃を上昇させ、2009 年に再び低
下させている。この路線において US エアは
市場支配力を強め、同時に FSC が運賃上昇
に追随、合併完了時に LCC も運賃上昇に追
随したと考えられる。同時にライバル FSC
が 2008 年の LCC の運賃上昇に対し、競争的
行動をとった可能性も示唆された。 
②の論文においては、①の論文で用いた計

量モデルを精緻化し、合併の運賃設定行動へ
の影響に関して路線の LCC の有無を中心に
分析を行った。特に、サウスウエスト航空に
焦点を当てた分析を実施している。サウスウ
エスト航空については、ネットワークの規模
が FSC に匹敵する規模になっており、他の
LCC と異なる戦略をとっている可能性があ
るため、この論文においては特に注目してい
る（④の論文では、近年のデータを用いて、
サウスウエスト航空の参入後の運賃設定行
動の変化について分析を行い、参入後、サウ
スウエスト航空は運賃設定行動を変化させ
ないこと、参入に直面したライバルは参入後
数年経過した後に運賃設定行動を変化させ
る可能性を示唆した）。②の成果は以下の通
りである。 
（1）LCC の運航が行われていない路線につ
いて、US エアの運賃設定行動について 2004
年から変動は見られたが、2009 年頃から合
併により市場支配力を強め、運賃を上昇させ
ていた。ライバル FSC については合併直後
で大きな運賃設定行動の変化は見られない
一方で、2008 年から 2010 年まで運賃の引き
上げ行動が見られた。この傾向は、FSC が合
併当初は US エアの様子を見ていたものの、
後に US エアの行動に合わせて、運賃を引き
上げたことを示している。 
（2）LCC 運航路線に関して、US エアとラ
イバル FSC について、合併後に運賃上昇行
動がみられる。US エアについては、合併に
より市場支配力を強めた可能性、ライバル
FSCについてはUSエアの運賃設定行動に同
調した可能性が示唆された。LCC の運賃設定
行動については、合併前後で大きな変化は見
られなかった。大きな変化が見られない要因
として、LCC が他の航空会社との競争激化を
恐れ、競争的な行動をとらなかったこと、そ
して FSC と棲み分けていることが考えられ
る。サウスウエスト航空の運賃設定行動につ
いて、2004 年と 2010 年を比較すると、2010
年のほうが高水準の運賃を設定する傾向に
あった。これは、サウスウエスト航空が US
エアの合併にあわせ運賃を上昇させた可能
性を示している。 
（3）LCC とサウスウエスト航空の運賃設定
行動を比較すると、2010 年にサウスウエス
ト航空が合併前に比べ高水準の運賃を設定
しているのに対し、LCC はそれとは異なる。
これは、LCC とサウスウエスト航空が異なる
戦略をとっている可能性を示唆している。こ

の要因として、マルチマーケットコンタクト
（MMC）による影響が考えられる（MMC
とは、ある路線で競合している航空会社同士
が他の路線でも競合している状況をいう）。
サウスウエスト航空は多くの FSC に対し費
用優位性を有しているため、他の航空会社は
サウスウエスト航空との激しい競争は望ま
ないと考えられる。サウスウエスト航空のネ
ットワーク規模は LCC のネットワーク規模
に比べ非常に大きい。そのため、FSC は多く
の路線でサウスウエスト航空と対峙するこ
とになる。MMC 下においては、ある路線の
競争的行動をきっかけに、競争的になること
を望まれていなかった他の路線においても、
ある路線での競争的行動に対する報復的行
動が発生する可能性があるため、サウスウエ
スト航空以外の航空会社はサウスウエスト
航空と対峙する路線では、競争的行動を回避
しようとする。そのため、サウスウエスト航
空は自社にとって最適な運賃を設定するこ
とが容易になると考えられる。一方、大きな
ネットワークを持たない LCC は、FSC から
あまり脅威とみなされず、ある路線の競争的
行動に対し、他の路線において報復的行動を
とられる可能性が高まる。そのため、他の
LCC はサウスウエスト航空に比べ、運賃設定
行動を変更しなかったと考えられる。 
③はデルタ航空とノースウエスト航空の

合併について、②の手法を用いた分析を行っ
ている。③の成果は以下の通りである。 
（1）FSC のみが運航している路線について、
デルタ航空とライバルFSC間で 2009年の運
賃設定行動に違いが発生している。このこと
から、デルタ航空は合併により経営力を強化
したことにより、ライバル FSC より低く運
賃を設定した可能性が示唆される。 
（2）LCC 運航路線について、デルタ航空の
2010 年の運賃水準は、2006 年に比べ低水準
となっていた。これは、LCC を意識したため、
低水準の運賃にすることにより、LCC から旅
客の獲得を狙ったものであると考えられる。
ライバル FSC について、2009 年に運賃上昇
がみられる。この要因として、デルタ航空の
競争的運賃設定を意識しつつ、今後デルタ航
空の低運賃設定継続の見込みが薄いと判断
したことが考えられる。また LCC の行動に
合わせた可能性も考えられる。LCC について
は、合併前後でほとんど運賃の変動は見られ
なかった。これは、FSC と LCC が完全に市
場を棲み分け、あえてデルタ航空の行動に反
応しなかった可能性が考えられる。エアトラ
ンについても LCC と同様の変化を見せてい
る。唯一異なる点が、2010 年に運賃低下が
みられた点である。これは、デルタ航空もし
くはライバル FSC の運賃水準を考慮し、市
場シェアの獲得を狙った可能性がある。 
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